
債 務 金 額 確 定 並 び に 弁 済 に 関 す る 示 談 書  

 

        当 事 者  住 所  ○ ○ 市 ○ ○ 区 ○ ○ 通 ○ 丁 目 ○ 番 ○ 号  

   氏 名  債 権 者 （ 甲 ） ○ ○ ○ ○  

住 所  ○ ○ 市 ○ ○ 区 ○ ○ 町 ○ 丁 目 ○ 番 ○ 号  

氏 名  債 務 者 （ 乙 ） ○ ○ ○ ○  

 

当 事 者 甲 と 乙 の 間 に お い て 次 の と お り 示 談 し た 。  

 

  争 い の 実 情  

 甲 は 知 人 の 乙 に 何 度 か に 亘 っ て 借 用 証 を 取 ら ず に 総 額 五 百 万 円

を 貸 し 、 乙 も 領 収 証 を 受 け 取 っ て い な い が 借 り た 金 は 総 額 で 壱 百

万 円 で 全 額 返 済 し た は ず だ と 主 張 す る 。 甲 乙 互 い に 譲 歩 し 、 和 解

に よ り 次 の と お り 解 決 す る こ と に 双 方 の 意 思 が 合 致 し た 。  

第 一 条  甲 と 乙 と は 貸 借 金 額 を 総 額 で 三 百 万 円 と し 、 乙 が 甲 に 既

に 返 済 し た 金 額 を 総 額 で 五 十 万 円 と す る こ と と し 、 未 返 済 額 を

二 百 五 十 万 円 と す る こ と で 合 意 し た 。  

第 二 条  乙 は 甲 に 対 し 、 前 条 の 未 返 済 額 二 百 五 十 万 円 を 示 談 締 結

後 そ の 締 結 日 の 属 す る 月 を 含 ん で 十 ヶ 月 に 分 け て 毎 月 末 に 持 参

し て 現 金 で 支 払 う 。 毎 月 の 返 済 額 は こ れ を 均 等 の 額 と し 利 息 を

付 さ な い も の と す る 。  

第 三 条  乙 が 前 条 の 分 割 金 の 返 済 を 2 回 以 上 怠 り 、 滞 納 金 額 が 五

十 万 円 に 達 し た 場 合 に は 、 乙 は 期 限 の 利 益 を 喪 失 し 、 二 百 五 十

万 円 か ら 支 払 済 み の 金 額 を 除 い た 金 額 に 、 支 払 済 み ま で 年 五 パ

ー セ ン ト の 遅 延 損 害 金 を 付 し て 支 払 う 。  

第 四 条  甲 と 乙 の 間 で 、 本 示 談 書 に 定 め る も の の ほ か 、 一 切 の 債

権 債 務 の な い こ と を 相 互 に 確 認 す る 。  

 

 上 記 の と お り 示 談 が 成 立 し た の で 、 本 示 談 書 二 通 を 作 成 し 、 甲

乙 各 自 そ の 一 通 を 保 有 す る 。  

 

 令 和 ○ 年 ○ 月 ○ 日  

甲  ○ ○ ○ ○  印  

乙  ○ ○ ○ ○  印  

事例３ 


